
平成２２年度　地域活性化事業交付金　交付決定事業実績　【大野北地区】

交付決定 交付金額

事業の目的 事業の実績 事業の成果 自己評価 年 月 日 （単位：円）

大野北地域誌刊行
委員会

地区の歴史、景観、年
中行事等を編纂した地
域誌の編集・発行

地域誌を発行することにより、地域住
民に対し地域を知り、愛着心をもって
もらい、地域のまちづくりに資する。ま
た、小中学校の副読本等に活用し、
ふるさと意識の醸成を図る。

　大野北地区の地勢、変遷の概要、
地域の動向、年表、人口の動き、学
校等公共施設の変動、地域２５地点
の今昔写真（説明）、地域図、史跡・
民話紹介、地域で開催されている祭
などを盛り込んだ「まちづくりのための
大野北地域誌」を発行し、地区の各
種団体、公共施設、小中学校・高校・
大学等に配布した。
●冊子頁数…８０ページ
●発行部数…５２０部発行
●その他電子データファイル１００枚

　「まちづくりのための大野北地域誌」
に大野北地区の地勢、変遷の概要、
地域の動向、年表、人口の動き、学
校等公共施設の変動、地域２５地点
の今昔写真（説明）、地域図、史跡・
民話紹介、地域で開催されている祭
などを盛り込りこんだことにより、地域
のまちづくりを考える上での素材とな
るほか、小中学校の副読本等にも活
用されることにより、地区のまちづくり
に寄与する事ができた。

　平成２２年５月より準備を開始し、編
集委員１０名による、２０回にわたる
作業の結果、本誌が発行できた。
　掲載項目が不足するなど、まだ課
題はあるが、暑い日も、寒い日も熱心
に話し合い、編集委員が一丸となって
ようやく完成地域紙を発行する事が
できた。
　この「まちづくりのための大野北地
域誌」は、まさに編集委員の地域へ
の熱い思いの結晶であると思ってい
る。

H22.6.25 900,000

地域を繋ぐ『ふちの
べ銀河まつり』実行
員会

地域内の団体やサーク
ルによる音楽やダンス
の発表等

地域の参加団体を構成メンバーとす
る実行員会を組織し、団体間の交流
を図る中で、地域の一体感を創出し、
地域の活性化、文化の向上を図る。

　８月７日（土）・８日（日）両日合せて
の来場者は、延べ２万人くらいと推定
される。しかし、近年にない猛暑のた
め、来場者の滞在時間は例年より短
いようであった。そのせいで、飲食の
販売が少なかったようである。
　活性化事業の補助のおかげで、プ
ロも驚くようなすばらしいステージを組
むことができたので、一般の出演者
は感激していた。地域の子どもたちの
ヒップホップ系のダンスは盛り上が
り、出演者も保護者も喜んでいた。ま
た、地域の中学校の吹奏楽部も力が
入った演奏ができたようである。相模
原ライズのチアー、その他地域の各
種団体も張り切った演技を披露いた
だいた。

　今回の銀河まつりは、地域の参加
者を中心にイベントを組み立てた。新
たな取組みして、参加者とともにイベ
ント進行を行ったが、初めてのことも
あり、上手くできなかった面もあった。
しかしながら、地域の参加者が積極
的に関わることにより、従来とは異な
り、経費面や自ら作り上げて行かなく
てはならないことがわかってもらえた
だけでも、今回の活性化事業の大き
な成果であると考えている。
　各種事業は、様々な人が関わり、助
け合って成り立っていることを理解で
きる人が増えたことが、大きな事業効
果ではないかと考えている。

　事業の組立てに、まだまだ地域を巻
き込むことができなかったことを反省
している。しかし、今までと違って、地
域の参加者の参画を得たことは、正
直大変ではあるが、新しい感覚で事
業展開できたものと認識している。
　今後、大野北地区を代表するイベン
トへ発展させていくことができるよう努
力していきたい。

H22.6.25 1,000,000

自治会法人淵野辺
自治会活性化委員
会

自治会活動活性化事
業

地域の子どもたちが各種事業に参加
することを促し、地域活動の楽しさ、
地域コミュニティの大切さを理解して
もらうとともに、子どもたちの参加によ
り、自治会未加入者にも自治会活動
を理解してもらえる機会とする。こうし
た事業の実施により、幅広い年齢層
の誰もが参加できる自治会活動を展
開し、地域の活性化を図る。

　７月の防災＆デイキャンプでは、会
員有志の協力により、子どもたちが空
き缶を利用した飯炊きを行い、カレー
ライスにして食した。
１０月のゲートボール大会では、ふだ
ん行事に参加しない高齢者に対し、
子どもたちが手作りの招待状を作成
し、ゲートボールを楽しみ、弁当を食
べながら楽しいひと時を過ごした。
　１月のもちつき大会では、４０kgのも
ち米を、杵と臼を使って餅をつくという
貴重な体験を味わうことができた。

　子どもと高齢者、有志の成人同士
が、各イベントを通じて、今までにない
地域交流ができたものと感じている。
　また、会員以外の方からも、「ぜひ
自治会に加入したい。」という申し出
があり、平成２３年度は４～５世帯が
新規加入する予定である。

　活性化委員会が、地域活性化事業
交付金を活用したイベントを企画・運
営したことにより、平成２２年度の自
治会活動に大きく貢献し、自治会員
の皆さんに大変喜ばれる結果となっ
た。
　そうした成果を収めたことは、自負
できるものと考えている。

H22.6.25 105,000

平成２３年３月３１日現在

団体名 事業等の名称
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交付決定 交付金額

事業の目的 事業の実績 事業の成果 自己評価 年 月 日 （単位：円）
団体名 事業等の名称

事 業 実 績 の 概 要

大野北地区コミュニ
ティバス検討委員会

大野北地区コミュニティ
バス導入検討事業

運行ルートの検討や住民利用意向の
把握に取り組み、運行実現の可能性
を検証することにより、交通不便地区
を解消し、高齢者などの移動制約者
の生活交通の確保を図る。

・　７月１３日　　視察（大沢地区コミュ
ニティバス「せせらぎ号」）
・　７月１３日　　第５回検討委員会
（ルート案について検討）
・　９月３０日　　第６回検討委員会（今
後の方向性について検討）
・１０月１５日　　導入検討に係る関係
自治会長への説明会
・１２月中旬　　　ルート案沿線住民に
対するアンケート調査
・　３月２８日　　第７回検討委員会
※震災による影響のため中止

　先行事例（せせらぎ号）の視察や、
市の担当課からの資料提供などによ
り、効果的・効率的な議論を展開する
ことができた。
　そうした調査・研究や検討の結果を
受け、本年度は、ルート案の沿線住
民に対するアンケート調査を実施す
る段階まで至った。

　市の担当課の協力をいただきなが
ら、大野北地区におけるコミュニティ
バスの導入に向けた検討を進めてい
るが、走行ルートやバス停位置の設
定などの点において、沿線地区の実
情を踏まえたきめ細かな議論が展開
できた。
　今後は、アンケート調査の結果を踏
まえ、実現の可能性について、さらな
る議論を重ねていきたいと考えてい
る。

H22.6.25 28,000

淵野辺・矢部盆栽会 地域盆栽講習会事業

会員が、地域におけるボランティア的
な活動として盆栽のメンテナンスを行
うことを通じ、地域住民間のコミュニ
ティ形成を図る。

　公民館まつり及び地区市民まつり
において、地域住民が所有している
盆栽の剪定や花木の植替えなど、適
切な手入れの方法等について指導を
行った。また、月２回程度、公民館に
おいて講習会を行った。
・大野北公民館まつり（７月３日・４日）
…参加者６０名
・大野北市民まつり（９月５日）…参加
者２０名

　指導を受けた参加者から、大変喜
んでいただき、今後も続けてほしいと
の声が寄せられている。

活動を通じて、地域の方々に喜ばれ
ていることがわかり、微力ながら地域
への貢献ができているものと考えて
いる。
また、好評を得ていることで、活動に
対する会員の意欲も高まっている。

H22.6.25 46,000

東町自治会
協働地域清掃活動事
業

地域住民と学生の協働による取組み
を通じ、コミュニティの形成・拡大を図
る。

　東町自治会会員と青山学院大学学
生との協働による地域清掃を、８月８
日及び１２月５日に実施した。
　また、交付金の交付決定を受ける
前にも１回実施しており、平成２２年
度は合計３回の清掃活動を行った。
参加者の延べ人数も４５０名を超え、
当初の予想を上回る結果となった。

　清掃の対象地域を４ブロックに分
け、それぞれの地区を学生と自治会
員の混成で行ったが、活動の様子を
見て、途中から飛び入り参加する住
人もおり、地域美化を啓発する効果も
あったようである。
　清掃活動を通じた学生と自治会員
との交流も大変有用であった。

参加者が多く、活動後の飲料費等
が、当初の予算を上回る状況であっ
たが、次年度以降も継続する価値の
ある事業であると考えている。

H22.6.25 128,000

大野北地区交通安
全母の会

地域交通安全普及啓
発事業

地域での積極的な交通安全啓発活
動を通じて、子どもや母親などに交通
ルールを正しく理解してもらうことによ
り、登下校などの外出時における悲
惨な交通事故の発生防止に寄与す
る。

　次のイベントにおいて、交通安全の
普及啓発活動を行った。
・大野北地区市民まつり　９月５日
（日）　大野北中学校
・交通安全ゲートボール大会
・大野北ふれあいフェスタ　３月６日
（日）　大野北公民館

　市民まつり及びふれあいフェスタに
おいて、啓発物品として下敷きとハン
カチを配布し、交通安全に対する意
識の高揚を図った。これに伴って、市
民まつりでは交通遺児募金が増えた
（約25,000円）。
　また、ふれあいフェスタでは、入場
者が大幅にアップした（約210名）。
　ゲートボール大会においては、新し
い『のぼり』を立て、高齢者に対する
啓発活動を行った。

　大野北地区独自の『のぼり』がある
ことで、大野北地区交通安全母の会
として、地域の皆さんに大いにアピー
ルできるものと考えている。
　啓発物品については、これまでは予
算がなく、やり繰りに苦慮していた
が、今回、購入できたことで、大変役
立てることができた。子どもたちが、
物品に描かれた絵を見ながら、交通
安全標識等を意識し、交通事故防止
につながることを望んでいる。

H22.8.19 100,000
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共和憩いの会
憩いの場（活きいきの
場）運営事業

福祉の受け手であった高齢者が、こ
れまで培ってきた経験や知識を活か
しながら、自らが地域福祉の担い手と
なり、高齢者自身が地域社会を支え
る一員となっていくことを目的とする。
　また、そうした活動を通じて、閉じこ
もりがちな高齢者の地域参加を促し、
地域コミュニティの輪を広げる。

・９月２日・７日　発足準備会議　発起
人６名
・９月１３日　発足準備会議　発起人６
名、オブザーバー２名、協力者９名
計１７名
・９月２７日・１１月１日　サークル代表
者との打合せ　発起人５名、サークル
代表者１０名
・１２月１４日　第１回憩いの会開催
（参加者２３名）
・１月１１日　第２回憩いの会開催（参
加者２１名）
・２月８日　第３回憩いの会開催（参加
者２１名）
・３月８日　第４回憩いの会開催（参加
者２２名）
・３月１４日　年度末の結果の反省及
び次年度の計画打合せ

　関係者（事業の目的と趣旨の理解
者）が延べ３０名を数え、平成２２年度
９月以降４回の憩いの場（活きいきの
場）を開催したところ、平均２０名を超
える参加者を得た。
　お茶を飲みながら、いかにして絆を
深め、元気で楽しく過ごせる場づくり
をしていくかを話し合った結果、全員
で協力し実施しようとの賛同を得た。
この賛同で、地域の活性化に向かっ
ての足がかりとなった。

　憩いの場発足以来半年が経過する
が、３０名余りの協力者を得られたこ
とは、発起人の努力と、自治会、サー
クル活動の皆さんのおかげで成し得
たことで、目的に対し大いに期待が持
てるものと考えている。
　今後、この事業の目的を達成するた
めには、長い時間と様々な課題や困
難が予想されるが、努力して取り組ん
でいきたいと考えている。

H22.8.19 100,000

大野北地区史跡を
守る会

大野北地区史跡案内
看板整備事業

地区内に残る史跡の適切な保全を行
うとともに、次代を担う子どもたちや地
域の方々に史跡・名所等を通じて郷
土愛の醸成を図る。

地元の地域団体である「郷土の会」が
地区内の設置した史跡表示板等の再
整備及び新規設置。

本会では、公民館と連携し学習会を
開催し、学習会に参加いただいた
方々からも協力者を募り、地区内の
史跡表示板等の再整備と新規設置を
行った。次世代を担う子どもたちや地
域の方々に、史跡・名所等通じて郷
土愛を深めてもらうために実施した。

　史跡表示板等の設置にあたって
は、史跡のいわれ等の説明文の表記
を行い、子どもたちや地域の方々に、
地区内の史跡・名所等通じて郷土愛
を深めてもらえるよう努めた。
　また、再整備の１６箇所のほか、新
たに山王平遺跡等４箇所に表示板を
設置した。今後は、公民館や地域関
係団体と連携し、表示板めぐりや地域
探訪等も計画していきたい。

H22.11.4 400,000

大野北公民館ツリー
倶楽部

大野北地区地域こども
ふれあい事業

淵野辺駅前南口のシンボルとして、ツ
リー電飾を行うことにより、次世代を
担う子どもたちや地域の方々の憩い・
ふれあいの拠点づくりを行う。

　大野北公民館ツリー倶楽部は、地
域の青少年の健全な育成を願い、大
野北まちづくりセンター、大野北公民
館の協力により、クリスマスツリーの
イルミネーション飾り付けと点灯式を
実施。イルミネーション点灯は、１２月
４日（土）から１２月２４日（土）の約１ヶ
月間に実施。

　ＪＲ淵野辺駅北口では、商店街や桜
美林大学がクリスマスツリーのイルミ
ネーションが実施されているが、南口
側には今回初めて、ツリーイルミネー
ションを実施した。
　大野北地区の冬の風物詩として定
着化を図っていきたい。

　今年度初めての試みとして、大野北
公民館ツリー倶楽部主催によるクリス
マスツリーのイルミネーションを実施。
　民生児童委員、青少年指導員、利
用サークル協議会メンバー等多くの
地域に方々の参加により、素晴らしい
点灯式とイルミネーション点灯（約１ヶ
月）を実施。
　点灯式当日は、リハーサル等の準
備も十分に行い、スムーズな運営が
できた。

H22.11.9 180,000

2,987,000


